
 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 

 

                               国土交通省 近畿運輸局 

 問い合わせ先 

（所属） 海事振興部船員労政課 

（担当） 土本、長原 

（電話） 06-6949-6435 

                         令和６年３月１１日  

 

内航船員の確保・育成対策 
生駒市立鹿ノ台中学校にて出前講座を実施しました！ 

 

内航海運は、日本経済を支える重要な産業です。これを支える船員は、業界全体と

して若年層が増加傾向にあるものの高齢化は著しく、将来における担い手不足が生じ

ないように十分な数の船員の確保が必要とされております。 

これを受け、国土交通省では、内航船員の確保育成施策を推進しており、近畿運輸

局においては、中長期的視点に立った取り組みの一環として、近畿管内の各小中学校

を対象に出前講座を実施しています。 

今般、生駒市立鹿ノ台中学校において、出前講座を実施しましたので、お知らせい

たします。 
 
実施日：令和６年２月２６日（月） 
 
対象：生駒市立鹿ノ台中学校  
 

対象者：生駒市立鹿ノ台中学校：中学２年生８４名 

講師：近畿内航船員対策協議会 構成員 礒合 信之 氏 

講義内容：海運の重要性と船員の仕事について 

配布パンフレット等： 

・「船の仕事ってなに？」（日本内航海運組合総連合会）   
 
 

配布先：海運関係業界プレス 



 

生駒市立鹿ノ台中学校で 

出前講座を実施しました。 
 

近畿運輸局及び近畿内航船員対策協議会（会長：山本一人 三興海運(株)代表取締役社長）

では、内航の若年船員不足に対する施策の一つとして、海運の重要性や船員の仕事についてＰ

Ｒし、海の仕事や船に対する子ども達の興味や関心を高めて、船員の仕事を将来の職業の選択

肢として捉えてもらうことなどを目的に「出前講座」を実施しています。 

今般、令和６年２月２６日（月）に生駒市立鹿ノ台中学校において、「海運の重要性と船員

の仕事について」をテーマとした出前講座を実施し、２年生８４名が参加しました。 

この出前講座は、ゲストティーチャーを招いたキャリア教育の一環として企画・実施されまし

た。 

当日は、同協議会の礒合構成員（三興海運（株）専務取締役）を講師として、日頃、船員に

接する機会の少ない生徒に、「海運」がなぜ重要か、「船員」はどのような仕事をしているか

について、世界地図やパワーポイントを使うなどわかりやすく説明しました。 

 

講演では、物流には陸運、空運、海運があること

を挙げて、その中でも海運は、資源が少なく輸入に

依存している日本において、産業の基礎を支える非

常に重要な役割を担っており、非常にやりがいがあ

る仕事であることを伝えました。 

 

奈良県は海に面しておらず、生徒たちも船に乗っ

た経験がない様子だったため、船の大きさをイメー

ジしやすいように、小型船でもトラック約１６０台

分の荷物を一度に運ぶことができ、また、大型船のデッキはサッカーのフィールドが３面並ぶ

ほどになることを説明し、大量の物資を一度に運ぶことができる船の強みを紹介しました。 

 

船員の働き方として、２～３ヶ月乗船して２０日～１ヶ月の休暇を取得するのが一般的なサ

イクルであり、住む場所と働く場所が同じであることから通勤の必要がないことなど、陸上職

との違いを意識してもらい、船員という職業に接点

の少ない生徒たちにもイメージしやすいように説明

しました。また、長期間の休暇を利用し、自分の趣

味や旅行を満喫できることなど、まとまった休暇を

取得できる船員ならではのメリットも紹介しまし

た。 

 

そして、乗船しているあいだには、クジラを目に

したり、イルカと併走することがあることや、毎日

満天の星空の下で天体観測ができることなど、陸上

では想像できないような経験ができることを実体験を交えて話し、また、給与面においても、

船員は陸上職を大きく上回っている点など、船員として働くことの魅力を伝えると、生徒たち



 

は目を輝かせて聞き入っていました。 

 

最後に、「船員に限った話ではないが、中学生

の頃に自分のやりたいことを見つけると、早くか

ら知識を身につけることができ、その知識は社会

人になってから必ず役に立つ。自分が興味のある

ことは頭にも入りやすいので、まずは興味を持つ

ことが大切」という助言を送り、講演は終了とな

りました。 

 

「船で仕事をするうえで、一番気をつけている

ことはなにか」「船内では休憩中になにをしてい

るのか」「大変な仕事だと思うが、続けることができる理由はなにか」など、非常に多くの質

問が寄せられ、時間の限り丁寧に回答しました。生徒も熱心に回答に聞き入っていたことから、

船員の仕事に関心を持った様子でした。 

 

近畿運輸局及び近畿内航船員対策協議会では、出前講座が生徒の職業観の形成につながるこ

とを期待するとともに、将来の職業選択にあたり「船員」の仕事が選択肢の一つとなるよう、

「海運の重要性」や「船員の仕事」についてのＰＲ活動を引き続き積極的に行いたいと考えて

います。 

（近畿運輸局 海事振興部 船員労政課） 


